
広島県安芸郡坂町

坂町における災害に強いまちづくり（防災・安全）

令和3年2月（当初）



　坂町における災害に強いまちづくり（防災・安全） ○

令和３年度　～　令和７年度（５年間） 坂町

・防災公園を整備することにより、地区内の住民の安全が確保できるスペースを確保する。
・避難路整備により、一時避難所となる防災公園までの円滑な避難が可能となるよう道路整備を行う。
・新たな避難路を整備することで、発災直後の生命維持や救助活動、生活に最低限必要な食糧・飲料水・生活必需品等の物資や資機材の搬入が可能とさせる。

（R7末）
防災公園整備による安全な避難場所に避難可能な世帯数 0 世帯 0 世帯 20 世帯

地区内における車両の通行可能な道路の延長 0 ｍ 0 ｍ 50 ｍ

地区の孤立化を解消させるための新たな避難路の整備率 0 ％ 50 ％ 100 ％
新たな避難路の整備率＝整備した避難路の延長/新たな避難路の全体延長

Ａ　基幹事業

番号 事業 地域 交付 直接 事業内容 備考

種別 種別 対象 間接 （延長・面積等） R3 R4 R5 R6 R7

A13-001 防災 一般 坂町 直接 都市防災総合推進事業 1,400.0

A13-002 防災 一般 坂町 直接 都市防災総合推進事業 37.0

A13-003 防災 一般 坂町 直接 都市防災総合推進事業 33.0

合計 1,470.0

Ｂ　関連社会資本整備事業

事業 地域 交付 直接 個別施設計画 備考
種別 種別 対象 間接 R3 R4 R5 R6 R7 策定状況

合計 0.0

番号 備考

Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接 備考

種別 種別 対象 間接 R3 R4 R5 R6 R7

合計 0

番号 備考

Ｄ　社会資本整備円滑化地籍整備事業

事業 地域 交付 直接 備考

種別 種別 対象 間接 R3 R4 R5 R6 R7

合計

番号 備考一体的に実施することにより期待される効果

番号 事業者
要素となる事業名

（事業箇所）

事業内容
市町村名

事業実施期間（年度） 全体事業費
（百万円）（面積等）

一体的に実施することにより期待される効果

全体事業費
（百万円）

一体的に実施することにより期待される効果

番号 事業者 要素となる事業名 事業内容
市町村名

港湾・地区名
事業実施期間（年度）

全体事業費
（百万円）（延長・面積等）

事業実施期間（年度）
番号 事業者 要素となる事業名

事業内容
市町村名

坂町 避難地整備：378㎡ 坂町

全体事業費
（百万円）（事業箇所）

坂町 道路整備 : 　850ｍ 坂町

坂町 道路整備 :　　50ｍ 坂町

　　%
（Ａ（提案分）+Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）

交付対象事業

事業者
要素となる事業名

市町村名
事業実施期間（年度）

0　百万円 Ｃ 0　百万円 Ｄ 0　百万円
効果促進事業費の割合

全体事業費
合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）
1,470百万円

　　定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値
備考

当初現況値 中間目標値 最終目標値

Ａ 1,470百万円 Ｂ

（R3当初） （R5末）

社会資本総合整備計画 令和5年　月

計画の名称 重点配分対象の該当

計画の期間 交付対象
計画の目標

坂町は、広島県の南西部、安芸郡の南に位置し、中国地方の中心都市である広島市に、広島湾を隔てて南側に位置しており、人口12,877人（令和2年4月1日現在）で、町域面積は、15.69ｋ㎡である。そのうち約50％が山林で占められ、町の周
囲は約7.1ｋｍの海岸線及び山林に囲まれ、町域の東側及び南側は標高400ｍ前後の山々が連なり、北側及び西側は広島湾に面しており、また，市街地の面積は約25％であり，住宅はその内の低地部分（標高0.8～4.5ｍ）に密集している。この
ように本町は、地形的な要因や低地における住宅の密集などから、かねてより災害に対する危険性が指摘されている。こうした状況を踏まえ、津波災害及び大雨土砂災害等から住民の生命を守るため，一時避難場所の確保，避難路の整備，災
害直後の生命維持や生活に最低限必要な食料・飲料水・生活必需品等の物資や資機材を搬入する避難路の整備を行い災害に強いまちづくりを図る。また、当該地域は平成30年7月豪雨災害時には、地区唯一の進入口が土石等の堆積により通行不
能となり、長期にわたって孤立することとなった。このため、避難路・避難地の整備を行ことにより、早期復旧・復興及び安全・安心なまちづくりの向上を図る。

　　計画の成果目標（定量的指標）



交付金の執行状況
（単位：百万円）

未契約繰越＋不用率が10％を超えている
場合その理由

未契約繰越＋不用率
(h = (g+h)/(c+d)）

翌年度繰越額
（f）

不用額
（h = c+d-e-f）

うち未契約繰越額
（g）

支払済額
（e）

前年度からの繰越額
（d）

交付額
（c=a+b）

計画別流用
増△減額
（b）

配分額
（a）

R3 R4 R5 R6 R7



（参考様式３）参考図面　社会資本総合整備計画

計画の名称 坂町における地震・津波等災害に強いまちづくり（防災・安全）
計画の期間 令和3年度　～　令和7年度　（5年間） 坂町

※ は津波浸水想定区域

交付対象

①Ａ１３－００１

避難路整備 植田水尻側道線 Ｌ＝８５０ｍ、Ｗ＝５ｍ

②Ａ１３－００２

避難路整備 水尻２号線 Ｌ＝５０ｍ、Ｗ＝４ｍ

③Ａ１３－００３

防災公園整備 Ａ＝３７８㎡

①

②
③


